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サンクトペテルブルグ、２００６年７月１６日 

 
我々Ｇ８首脳はサンクトペテルブルグにおいて会談し、世界的なテロリストに

よる攻撃を断固として非難し、これらの残虐行為を犯し市民に計り知れない苦

痛と死をもたらす者たちを最も強い言葉で非難する。我々は、これらの攻撃の

全ての犠牲者に対し深甚なる哀悼の意を表明する。テロリズムと暴力的な過激

主義がこの世界のどこかで存在することを許せば、それらは我々の社会を世界

のあらゆるところで毀損する。本日我々は、テロリズムという恐るべき害悪が

我々の日常生活から取り除かれるまで、休むことなく行動することを誓う。 
 
テロリストによる国際的な脅威は、国際的な対応を要する。我々同士での、そ

して国際社会におけるパートナーとの間で、調整された行動をとれば、テロ攻

撃の可能性を減少させ、テロ攻撃の恐ろしい結果に対応することができる。そ

うした目的のため、我々は一致した決意をもって、以下の優先分野において、

我々同士の、そして他国との協力を強化する。 
 
１．我々は、テロリズムを非難する国家間の国際的合意を達成する上で、国際

連合が中心的役割を担い、かつ比類なくふさわしい機関であると認識する。別

添の声明において、我々は国連のテロ対策の取組みを支持、強化し、この分野

での重要な任務の調整における国連システム全体の役割を強化するという我々

の決意を表明する。我々は来年のドイツにおけるサミットで我々の取組みの成

果を報告する。 
 
２．我々は、重要なエネルギー・インフラ施設に対するテロ攻撃及び他の犯罪

的攻撃への対処に関し協力を強化することの喫緊性を認識する。我々は、重要

なエネルギー・インフラ施設の脆弱性を明確にした上で順位をつけ、新たな及

び潜在的なテロ攻撃のリスクを評価し、我々の国内の全てのエネルギー部門に

おいて実効的な安全のためのベスト・プラクティスを構築することを含む、世

界の重要なエネルギー・インフラを保全するための行動計画を発表する。 
 
３．我々は、グローバル化した世界において、テロ対策及び仕事・余暇を追求

する場面で国民とビジネスを守る能力を強化するための我々の取組みの中で、

民間部門のパートナーと緊密に協力することの重要性を強調する。我々は、２



００６年１１月にモスクワで開催される「テロ対策における政府とビジネスと

の間のパートナーシップに関する国際フォーラム」を賞賛し、この試みが持続

的で成功したプロセスとなるよう、Ｇ８内部で、また他国や経済界のパートナ

ーと緊密に協力することにコミットする。 
 
４．我々は、テロの脅威と闘うために、国際的パートナーと以下を含む共同作

業を行うとのコミットメントを再確認する。 
 
・テロ対策に関する国際的な法的枠組みの履行及び改善 
・新たなテロの脅威に対応するための、適切な場合の国内法令の改正の確保 
・テロリストによる大量破壊兵器及びその他の大量破壊手段を入手する試みの

抑止 
・テロ防止を促進するための市民社会との積極的な対話への関与 
・合意された基準に基づいた、テロへの資金供与に対抗する取組みの強化 
・自爆テロリストの使用を含むテロリストのプロパガンダ及び勧誘活動に対処

するための効果的な戦略の策定及び実施 
・テロの実行の扇動、テロ行為の連絡、計画並びにテロリストの勧誘及び訓練

を含む、テロ目的でのサイバー空間の悪用の企てへの効果的な対処 
・合法的な旅行は促進しつつ、移民制度のテロ目的での乱用を防止すること 
・国際法の下の義務に従って、テロ実行犯及びその出資者、支持者、並びにテ

ロ行為の計画者、扇動者を司法手続に付すこと 
・すべてのテロ対策の取組みにおける、国際人権法、難民法及び人道法を含む

国際法の尊重の確保及び推進 
・既存の国際基準及びベスト・プラクティスに基づいた供給網の安全確保の推

進 
・地下鉄、鉄道及び道路における安全並びに航空及び海上安全の基準の向上に

おける国際協力の推進 
 
交通保安分野に関し、我々は２００６年１月１２－１３日に東京で行われた「国

際交通セキュリティ大臣会合」にて採択された宣言と声明、及びその最初の実

務上の成果、特に陸上交通の安全に関する国際作業部会を歓迎する。我々はま

た、２００６年６月２６－２８日にモスクワで行われた「アフガンからの麻薬

ルートとの闘いに関する閣僚級国際会議」（「パリ２－モスクワ１」）の成果を歓

迎する。 
 
テロリズムを防止し、我々の国民と世界の人々のために平和と自由を確保する



という我々の共通の決意は衰えない。我々は、長きにわたりその確立に苦心し

てきた基本的権利と自由を守りつつ、テロの脅威を削減するために協力してい

くという変わらぬ決意を改めて強調する。我々は、テロリズムは成功しないと

いう揺らぐことのない信念を再確認する。我々は、平和、自由及び法の支配に

基づく民主主義の理想を推進する。 



 
国連のテロ対策プログラムの強化に関するＧ８声明 

(仮訳) 
 

サンクトペテルブルグ、２００６年７月１６日 
 
１．我々Ｇ８首脳は、世界的なテロの苦難に対する継続的な闘いにおける連帯

を改めて誓う。グレンイーグルズにおいて、我々は全てのテロ行為をいかなる

弁明も正当化もあり得ない犯罪として非難した。我々は、テロリストがどこに

いようと裁きにかけるべく断固として対応することに合意した。そして我々は、

国連並びにその他の国際的及び地域的機関におけるパートナーとともに協力す

るという我々のコミットメントを再確認した。 
 
２．エビアンにおいて、我々は、世界的なテロとの闘いにおける国連の重要な

役割を認識し、その取組みの実効性を強化、拡充することにコミットした。そ

の関連で、我々は国連安保理テロ対策委員会（ＣＴＣ）を、その所掌範囲を広

げ実効性を高める様々な手段で支援することに同意した。テロと闘うために十

分な能力を構築することが全ての国家にとって不可欠であるとの認識の下、

我々は、ＣＴＣと緊密に協力しつつ、政治的意思の構築及び能力向上支援の調

整に焦点を当てるテロ対策行動グループ（ＣＴＡＧ）を創設した。我々は、他

のパートナーとの間にこのような調整活動を拡大すべく取り組んでいきたい。 
 
３．今日、サンクトペテルブルグにおいて、我々はあらゆる形態のテロリズム

に対する非難を明確にかつ断固として再確認する。唯一の真の世界的機関とし

て、国連はテロの非難につき普遍的合意を達成する資質と影響力を有する唯一

の機関である。我々は、国連事務総長に対し、この点を強化するために事務総

長職に固有の国際的な権威を引き続き活用することを求める。 
 
４．テロという喫緊の脅威への包括的対応に、国連は最も焦点を当てなくては

ならない。グレンイーグルズ以降の決議１６１７、１６２４及び１６７３の採

択により明らかなように、安保理が引き続き重要な役割を担果たすべきである

一方、国連の他の各機関・機構・組織もまた、キャパシティー・ビルディング、

教育、経済開発を通じ、並びにテロリスト育成の促進要因に対処することで、

より広範なテロ対策に貢献するべくその取組みを強化しなくてはならない。テ

ロ対策、国造り及び開発は相互に依存し支え合っている。テロ対策は、国連シ

ステム全体の中で整合性があり、かつ調整された方途でなされるべきである。



従って、我々はこれを達成することを支援する事務総長のコミットメントを歓

迎する。国連のテロ対策能力の強化は広範な利益をもたらす。それは、紛争や

社会不安の可能性を減少させ、対外投資の拡大、良い統治、及び長期的な発展

に貢献する。 
 
５．２００１年以降、国連のテロ対策関連プログラムの数は大きく増加し、監

視やキャパシティー・ビルディングへの取組みに重複が生じている。異なるプ

ログラムを統合するためにより多くのことがなされるべきであり、我々はこの

分野において事務総長により開始された作業に特に留意する。我々は、各プロ

グラムが成果重視のものとなり、かつその影響を最大化するよう調整されるこ

と、及び補助機関及びその職員が合理化され、強化された協力と組織的な整合

性をもって、相互に及び他の関連する国際機関と協働することを確保するため

に、国連とともに取り組むことを誓う。 
 
６．２００５年の国連首脳会合の成果文書において、我々は他国の首脳ととも

に、国連が「テロと闘う各国及び地域の能力の構築を支援するために」より多

くのことをしなければならないことを強調し、また「多くの国家が関連する安

保理決議を実施するために引き続き支援を必要としていること」を認識した。

我々は、国際的テロ対策戦略に関する事務総長の勧告の中で、キャパシティー・

ビルディングに重点が置かれていることを心から歓迎する。国連は、ドナー側

と協力しつつ、最も脆弱な国家に焦点をあて、優先度の高いニーズを特定しそ

れを満たすことにより、限られた資源を最大限に活用しなくてはならない。国

連は、専門組織及び機関、特にＩＣＡＯ、ＷＣＯ、ＩＭＯ、及び関連する地域

機関及び国際金融機関を、積極的に取り込まなくてはならない。我々は、国連

テロ対策委員会事務局（ＣＴＥＤ）に依拠しつつ、ＣＴＣの作業がドナー側及

び裨益側の双方にとり一層関連しかつ利用可能なものとなるために必要な措置

を講じることをＣＴＣに求める。 
 
７．我々は、各国が国連安保理のテロ対策諸決議に基づく義務を遵守しない場

合があまりに多いことに着目する。我々は、安保理とそのテロ対策機関に対し

普遍的な義務履行確保のための取組みを更に強めるよう求める。我々は、国際

的なテロ対策における義務の履行を確実なものとするため、各国の遵守努力を

測定し得る説明責任の基準が必要であることについて、事務総長と意見が一致

している。我々は国連がこのような具体的な基準を策定することを慫慂する。

テロ対策に関する義務の履行を確保する第一義的な責任は加盟国にあることを

念頭に置きつつ、我々は、そうした履行に対するコミットメントを再確認し、



すべての国に対しその義務を果たすよう求める。 
 
８．各国による国連安保理のテロ対策諸決議に基づく義務の履行を支援するた

めに、我々は、安保理が、ＣＴＣ、１２６７委員会及び１５４０委員会等を通

じ、ＩＡＥＡ、ＩＣＡＯ、ＩＭＯ及びＷＣＯ、並びにＦＡＴＦといった国際機

関によって作成されたテロ対策に関連する勧告を早期に支持することを慫慂し、

また最も重要なこととして、我々は、現在ベスト・プラクティスが存在しない

分野においてその策定を支援する。 
 
９．国連とその専門機関において採択された国際テロ防止関連条約は、テロ行

為の捜査及び訴追における国際協力のための重要な法的枠組を確立してきた。

我々は、各国に対しこうした枠組への参加と実施を可能とする技術支援を提供

するための、国連薬物犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）テロ防止部の取組みを歓迎す

る。しかし、現在発効している１２の基本的な国際条約全てを批准しているの

は国連加盟国の半数にも満たない中、なすべき作業がまだ多く残っている。我々

は、地域的な条約の締約国であるか否かに関わらず、各国が早急に取組みを強

化し、批准するよう求める。 
 
１０．グレンイーグルズにおいて、我々は、ロシア連邦により提案された「核

によるテロリズムの行為の防止に関する国際条約」を国連総会が採択したこと

を歓迎した。我々は、すべての国に対しこの条約を批准することを求め、同条

約が早期に発効することを期待する。我々は、テロ関連の安保理決議、その他

国際テロ防止関連条約に規定された広範な法的枠組を補完する「包括テロ防止

条約」の起草を迅速に完了させるようにとの国連総会に対する我々の要請を再

確認する。今こそ、この交渉を終結すべきときである。 
 
１１．我々は、テロ対策関連の作業に優先順位をつける国連総会の取組みを歓

迎する。我々は、事務総長の戦略草案に関する審議を可能な限り早く完了すべ

く、すべての国連加盟国と建設的に取り組むことにコミットする。特に我々は、

国際的なテロとの闘いにおいて国連システムがなし得る具体的かつ実効的な貢

献、及びテロの更なる抑止をもたらすために最大の効果をあげるであろう分野

に資源が効果的に投入されることを確保するための、ドナー活動と国連との調

整に、重点をおくことを歓迎する。 
 
１２．我々は、テロとの闘いのための国際的協力が、国連憲章及び関連する国

際協定及び議定書を含む国際法に適合した形で行われなければならないと認識



している。各国は、テロとの闘いのためのいかなる措置も、特に人権法、難民

法及び国際人道法といった国際法上の義務に従うことを、確保しなくてはなら

ない。 
 
１３．我々はＧ８の首脳として、テロの脅威を特定し立ち向かうために、そし

て国連のテロ対策の取組みを強化すべく協働するために必要な持続的なコミッ

トメントを誓う。我々は、テロの脅威の根絶という究極の目標のもと、国連が

国際的なテロ対策の取組みに対して重要かつ長期に亘る貢献をすることが確保

されるよう努める。我々は、全ての国に対し、この重要な取組みに我々と参加

するよう求める。 
 


